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令和３年度  新潟市花育推進委員会（第１回） 

 

                  日 時：令和３年８月 20 日（金）午後２時 00 分～ 

                  会 場：新潟市役所ふるまち庁舎 401 会議室 

 

食と花の推

進課長 

 皆様、本日、本当にご多忙な中、コロナで大変な状況の中、ご参集いただき

まして、本当にありがとうございます。 

 今回、委員の改選となりまして、新たに９名の方から委員になっていただい

たのですが、そのうち５名の方が本当に新規で委員にご就任いただいておりま

す。本当にありがとうございます。本当は初顔合わせなので、皆さんにお集ま

りいただきたかったのですけれども、コロナの状況を鑑みまして、急遽このよ

うなハイブリッドな形での開催とさせていただきました。急な変更にご対応い

ただきまして、本当にありがとうございます。 

 新潟市の花育推進計画なのですけれども、こちらは、新潟市の豊かな自然と

田園ですとか、花の産地が都市と隣接しているというところを本市の特徴とし

て捉えまして、「食と花の政令市にいがた」ということで、平成 19年に政令市

になったのですけれども、そのタイミングに合わせて平成 20 年に策定された

計画でございます。現在は、その第２次ということで、平成 29 年から令和４

年度までを計画期間としまして、さまざまな取組を進めているところでござい

ます。次期計画なのですけれども、令和５年度から８年間という期間になりま

して、今年度と来年度の２か年をかけまして「第３次花育推進計画」というも

のを策定するという重要な局面となっておりますので、今回、花や花育にかか

わる幅広い分野の皆様から花育推進委員会の委員にご就任いただいておりま

す。本当にありがとうございます。 

 新型コロナウイルス禍ということで、皆様も生活様式ですとか意識がいろい

ろと変化していく大変な状況なのですけれども、花のもつ心を癒す効果ですと

か、場を華やかにしたり季節を感じたりというような魅力が再認識されている

のではないかと考えております。新潟市の市民アンケートによりますと、57 パ

ーセントの市民の皆様が新潟市の花や花木に誇りをもっているという回答が

あるのですけれども、30歳代以下になりますと 45パーセントを切っている状

況がございます。これからも市民の皆様に、新潟市は花の一大産地であるとい

うその意味をより知っていただいて、郷土を誇りに思えるような新潟らしい花

育計画の策定を考えておりますので、ぜひ皆様から幅広い知見でご意見をいた

だければと思っております。本日はよろしくお願いいたします。 

司 会  ありがとうございました。今ほど話がありましたように、本日の委員会は、

オンラインの方と会場の方と両方いらっしゃいます。オンラインでご出席の委
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員は、青山委員、阿部委員、片岡委員、北澤委員、玉木委員、中野優委員の６

名になります。会場のご出席は、坂井委員、中野節子委員、村井委員の３名に

なります。通常、市側の関係課も出席している会議なのですけれども、新型コ

ロナウイルス感染対策のため出席を控えさせていただきますことをご了承く

ださい。 

 ２点、ご確認をお願いいたします。まず１点目は、配布資料の確認になりま

す。事前に資料をお送りさせていただきました。一つ目が次第です。二つ目が

令和３年度新潟市花育推進委員会委員名簿、そして新潟市花育推進委員会設置

要綱、続いて新潟市花育推進委員会の概要。続いて資料１－１「令和２年度花

育推進事業の取り組みについて」、資料１－２「令和２年度新潟市花育マスタ

ー活動状況まとめ」、資料１－３「令和２年度花育活動アンケート結果」。続い

て花育事業体験報告レジュメほか、中野節子委員からお聞きする資料を２種

類。続いて「にいがた花育通信」、「花育俳句」募集チラシ、「令和２年度多面

的機能支払交付金活動事例集」。続きまして、玉木委員からご提供いただきま

した「花育出前授業」の資料。これが事前にお送りした資料となります。本日

の追加資料としまして、資料２「令和３年度花育推進事業の取り組みについ

て」、資料３「新潟市花育推進計画の策定に向けて」、最後に北澤委員からご提

供いただきました「新潟農業・バイオ専門学校これまでの花育活動」、以上の

３点になります。不足の資料はございませんでしょうか。適宜、画面共有しな

がら進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 ２点目は、会議の録音についてです。当会議は公開となっております。後日、

ホームページなどで議事録を公開するため、会議を録音させていただきますの

で、ご承知おきください。また、記録、広報用に写真撮影をさせていただきま

すので、ご了承ください。 

 本日、取材の申込み、一般傍聴はございません。 

 今年度は、先ほど課長からの話にもありましたが、花育推進委員の改選の時

期ということになりまして、５名の方から新たに委員に就任いただきました。 

 先ほど少し説明もあったのですけれども、改めて当委員会の概要について説

明させていただきたいと思います。皆様、お手元の資料に「新潟市花育推進委

員会の概要」という資料をお配りしましたので、それをご覧いただきながら説

明させていただきます。この新潟市花育推進委員会なのですけれども、先ほど

も話がありましたように、「食と花の政令市にいがた」を標榜する本市では、

花や緑と親しむことで豊かな心を育む花育の活動を推進するために、「新潟市

花育推進計画」を策定しているということになります。通常、こういう計画だ

と、国や県に上位計画があることが多いのですけれども、この計画は新潟市独

自の計画になります。計画を進めるためには、皆さん、いろいろな方が一体と
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なって取り組むことが望まれ、その中心的役割を担うのが新潟市花育推進委員

会という役割になります。皆さん方の役割になります。 

 ２番目に事務ということで三つ書いてあります。計画の進捗状況の評価に関

すること。計画の見直しに関すること。その他、花育の推進に係る事項に関す

ることを検討して、市長に提言をしてもらうという役割を担っております。 

 委員の構成については、こちらの設置要綱がございまして、10 名で構成する

内容になっております。本来であれば、市民の方から公募委員ということで就

任いただくのですけれども、募集したところ今回応募がありませんでしたの

で、公募委員はなしで９名の構成となっております。委員の任期は、先ほども

ありましたように、令和５年３月 31 日までの２年間ということになります。 

 会議ですが、例年は年１回の会議になります。先ほども話がありましたよう

に、花育計画の概要が下に書いてありますけれども、今回、令和５年度の第３

次花育推進計画に向けて皆様方から議論していただくということになります

ので、今年度は２回の会議、来年度は３回の会議ということで、皆さんに集ま

っていただいて議論していただくということになりますので、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、継続委員の方もいらっしゃいますけれども、改選後初めての会議

になりますので、お一人ずつ簡単に自己紹介をお願いしたいと考えておりま

す。そのときに、ご自身で取り組まれている花育活動につきましてもご紹介い

ただければと思います。お配りした名簿順にお願いしたいと思いまして、まず

青山委員よりお願いしたいと思いますので、青山委員、よろしくお願いいたし

ます。 

青山委員  東区にあります、認定こども園松崎保育園の園長をしております、青山ゆか

りと申します。よろしくお願いいたします。よろしいですか。 

司 会  もし、取り組まれている活動などがありましたら、ご発言いただければと思

います。 

青山委員  そうですね。なかなか「花育」という言葉が難しいところもありまして、園

としてよく朝顔を育てて、それがグリーンカーテンになるということはしてい

ますけれども、それが花育だというところがなかなか難しい、花育を進めるの

も難しいところだなと思っております。 

司 会  ありがとうございます。続いて阿部委員、お願いいたします。 

阿部委員  今年度委員になりました、根岸小学校校長の阿部祐子と申します。よろしく

お願いいたします。根岸小学校は南区にあるのですけれども、南区は農産物や

花の栽培でも盛んなところであります。学校現場は、議会が計画される花を、

朝顔とかひまわりなどを育てるという学習がたくさんあるのですけれども、新

潟市の花をという、花育ということに関しては、万代橋のチューリップを毎年
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出しているとか、そういったことに参加するということはどの学校もやってい

ると思います。また、新潟市というところにポイントを当てての花育となると、

これからもいろいろと考えていかなければいけないと考えています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

司 会  ありがとうございます。続いて片岡委員、お願いいたします。 

片岡委員  片岡です。私は、新潟県花木振興協議会の会長ということで今は座っており

まして、こちらの会の活動と申しますと、何よりも花木の花の作地ということ

ですが、最近は、新潟発の花を新しく、あるいはもう一回うまく装いに合わせ

て消費者、あるいは流通、市場にアピールしていくということが大目的であり

まして、３年前でしょうか、今、生産にのっている、流通に発信されておりま

すが、アザレアの「ひろか」と「スノーシャイン」という新しい品種は、私ど

もと産地と新潟県の園芸研究センターが一緒になって作り出した新しい品種

で、試験段階を踏んで、そして事実上、去年から京阪神あるいは北海道向けに

そのアザレアを出しております。幸い評判はいいところなのですが、それ以外

にも私どもの団体としていくつかかかわっていまして、会員は秋葉区だけでは

なくて南区も入っておりますので、100 名以上の方がかかわっています。そこ

で、やはりいろいろな関連団体、あるいは連携すべき団体と一緒の事業を時々

はやっておりまして、「花いっぱいプロジェクト」は最初の頃からお付き合い、

支援をさせていただいておりました。また、近い足元のところでは、私どもの

協会のメンバーの周辺を含めて、新潟駅の駅南のフラワーボックス、30くらい

でしょうか、30くらいの、景観ではあるので、そのアザレアの耐寒性を見てみ

るということ、そこにほかでは見られないものを植えてみようと。今期はサツ

マイモを植えてみたのですが、そういう実験も市の公園水辺課と一緒にやって

いるという、そういう側面もあります。とりあえずそのようなところで、あり

がとうございました。 

司 会  ありがとうございました。続きまして、北澤委員、お願いいたします。 

北澤委員  新潟農業・バイオ専門学校の北澤と申します。私が担当している学科は、フ

ラワーデザイン科と大学併修自然環境総合科という学科です。フラワーデザイ

ン科は将来の生花店の店員、それから造園業、園芸店などに勤めることを目指

している学生のための授業を行っている科でして、大学併修自然環境総合科と

いうのは、大きく括って自然環境の環境保全にかかわるお仕事を目指している

学生を育てる学科です。 

 お手元に資料を配っていただいた、今までの新潟農業・バイオ専門学校の花

育活動を見ていただければと思いますが、近くに山潟小学校がありますので、

山潟小学校からお話を伺って、フラワーアレンジメントクラブの先生を学生が

しています。その学生がどのように児童の皆さんがお花を楽しめるかというこ
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とを考えるということも授業になっておりまして、自分たちも楽しみながらお

花を楽しむということを教えて、これを実践してもらっています。山潟小学校

は、毎年同じように小学校の１年生の方が朝顔を育てる授業があるようで、そ

の授業でできた朝顔の弦でリースを作るということを毎年やっていらっしゃ

るのですが、その弦の作り方ですとか飾り方、そういうところも授業でやって、

やはり今までの経験で、小学校、幼稚園、保育園、そのくらいの年齢から花好

きになっていくと、将来のお仕事もお花という、花関連の仕事を考える方がい

らっしゃるので、私たちも花好きの仲間を増やすという、ブレーンをありがた

く思って、一生懸命花好きの仲間を増やそうという活動をしています。 

 また、そのほか造園の授業がありますので、いろいろなところに庭を造らせ

てもらえませんかというお話を持ち掛けて、島見緑地さん、それから南魚沼の

方なのですけれども、八色の森公園で庭を造らせていただいて、その庭をただ

造るだけではなくて、必ず造ったものを使って遊ぶということを、それを収穫

して楽しむという提案をするということができるようにという、その後のプロ

グラムも考えて活動しています。 

 今回、私たちの活動で何かお手伝いできることがあればと思いますし、いろ

いろなアドバイスをいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

司 会  続きまして、坂井委員、お願いいたします。お手元のマイクを使ってご発言

ください。 

坂井委員  はじめまして。新潟駅前で花屋をしております、坂井八恵子と申します。ど

うぞよろしくお願いします。私は、花育活動としまして、親子レッスンのよう

な親子で楽しんでもらうお花の活動ということで、少したまにやっておりま

す。あとは、今コロナでできないのですけれども、一昨年になりますか、コロ

ナの前に小学校でクラブ活動をさせていただきまして、お花のアレンジメン

ト、子どもたちにお花に触れてもらうということで教えて、そのまま飾ってい

ただいて親子で楽しんでもらうということで、活動をしておりました。また、

資料にもありましたけれども、次の玉木社長と一緒に専門学校にお花を教えに

行くということで、アレンジメントに一緒に参加させていただきました。この

ように、皆さんに体験をしていただくということをもっと広めていければと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

司 会  続きまして、玉木委員、お願いいたします。 

玉木委員  新潟市中央卸売市場の花き部で花の卸売市場をさせていただいています玉

木と申します。よろしくお願いします。花育に関してですけれども、資料に添

付したとおり、花育の出前授業をしております。きっかけは魚の部門の会社が

魚の出前授業をしていたので、私どももこれを実践したいということで、いろ
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いろな小学校に出向いて行って花育の出前授業をしておりました。昨年は、や

はりコロナの影響で応募がなくて、ひまわりクラブやまちづくりセンターでさ

せていただいただけでしたけれども、国の予算等が下りてきましたので、坂井

さんと一緒に、新潟は食と花で盛り上げないといけないのではないかというこ

とで、調理師専門学校等２校に行って、昨年は１校でしたけれども、花屋さん

のご協力を得て、昨年度は花を食卓に飾るとか、また料理屋に飾ってもらえる

ように、何とか今の生徒に花を使っていただきたいということで出前授業をし

てきました。 

司 会  では、続きまして、中野節子委員、お願いいたします。 

中野（節）

委員 

 皆さん、こんにちは。中野です。よろしくお願いいたします。今日、花育マ

スターの体験報告もさせていただくのですけれども、職業は秋葉区で花の卸業

をやっておりまして、その傍らと申しますか、どちらが本業か分からないので

すけれども、ＮＰＯ法人を運営しておりまして、そちらで障がい者の就労事業

をやっております。最近は、障がい者にいかに花に携わっていただくか、彼等

が作る花で付加価値をつくって、全国に発信していきたいというような活動も

しております。10年前からいろいろな花育活動を、高齢者を支援するところか

ら始まったのですけれども、高齢者を支援していく中で世代交流が一番必要だ

と考えました。世代交流にはキーワードがないと交流ができないということも

分かりまして、なぜかと言うと、高齢者と若い人は言語が通じないのです。英

語と日本語くらいに言葉が通じないので、共通言語のものとして花を使うとい

うような活動を 10 年前からやり始めまして、そのうち高齢者がどんどん元気

になってきましたので、これは子どもたちを育てなければいけないと思いまし

て、子どもたちに花に携わってもらおう、それが花育ということになるのか私

は分からないのですけれども、子どもたちははっきり言ってまったく花に興味

がなかったです。それがすごくショックで、新潟の子どもたちでありながら、

新潟の花は何みたいな形で言われて、それでも負けずに 10 年間ひたすら子ど

もたちに花、花、花と言い続けた結果、講座の最後で花が大好きになったとい

うような子が増えていったという、それは私の話術がうまくなったのかもしれ

ないのですけれども、一人でも多くの若い子たち、子どもたちに新潟はすごい

ねと、新潟は花の名産地なのだねということが分かるような活動を続けていっ

た結果、今、障がい者支援もありまして、どんどんいろいろなものが花育、花

にかかわることによって社会の問題点が見えてきたような気がします。 

 後半、私の体験報告もさせていただきますので、すみませんけれどもお付き

合いいただければと思います。中野でございます。よろしくお願いいたします。 

司 会  続きまして、中野優委員、お願いいたします。 

中野（優）  私、新潟大学農学部の中野と申します。ここ数年間この委員を務めさせてい
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委員 ただいております。私、大学では、花卉園芸学、花ですね、それから植物育種

学、品種改良ですけれども、それから植物細胞工学というバイオテクノロジー

に関する講義を担当しております。取り立てて花育というようなことはなかな

か難しいのですけれども、やはり学生に実際の花をいろいろ見せないとよくな

いと思っておりますので、大体週替わりで農学部の玄関のところに簡単な解説

つきで花を飾って、そしていろいろな学生に見てもらいたい、今はこういった

花の季節ですよということを、あとは触ってもらってどのくらいの大きさか、

やはり写真だけではなかなか分からないところがありますので、そういったこ

とをしております。よろしくお願いいたします。 

司 会  では、最後に村井委員、お願いいたします。 

村井委員  こんにちは。小須戸小学校、小須戸中学校の地域教育コーディネーターをし

ております村井といいます。私は、学校の先生とよく連絡を取り合って、地域

と連絡を取り合って、中学校は今回のパンフレットの花育通信に記載されてい

るのですけれども、毎年中学校１年生の生徒と矢代田小学校の生徒、山の手コ

ミュニティ協議会、矢代田保育園の生徒で、矢代田駅前にプランターの花を植

えようという活動を 10 年来させていただいております。なお小学校では、地

元の小須戸はボケの花が有名なものですから、毎年４年生の総合授業で、ボケ

の花を植えて３月にボケの花を咲かせるという形で、今も活動を継続させてい

ただいております。それから、花と言うと皆きれいな花ばかりを考えているの

ですけれども、雑草も入るものですから、今日も小須戸小学校に地域の緑化ボ

ランティアという方がいらっしゃって、朝６時から１時間半、校地内の雑草取

りもしてきました。ですので、花を育てるのと雑草を取るという、そのような

ところも協力させてもらって、地域の方とやらせてもらっています。それから、

小須戸小学校は、野菜作りも一生懸命やっているものですから、地場産の市場

で苗を買ってきて、食育ではないのだけれども、野菜、トマト、ししとうとか

なすを育てて、子どもたちにそういう教育をするお手伝いをさせていただいて

います。 

 今年、初めての役員になりましたので、よろしくお願いいたします。 

司 会  皆様、どうもありがとうございました。 

 続きまして、事務局の紹介をさせていただきたいと思います。 

食と花の推

進課長 

 食と推進課の坂井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局  同じく食と花の推進課、課長補佐の岸本です。花育としまして、この前の台

風で家の庭のユーカリが根こそぎ倒れたので、週末に一生懸命、添え木をして

復活させるのに手いっぱいでございました。花を愛しております。 

事務局  担当係長をしております、佐藤と申します。よろしくお願いいたします。 



 - 8 - 

事務局  食と花の推進課の加藤です。よろしくお願いいたします。 

事務局  同じく花育担当をしております、渡邉です。よろしくお願いいたします。 

司 会  以上、事務局５名になります。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入る前に、改選になりましたので、会長、副会長を選出し

ていただきたいと思います。新潟市花育推進委員会設置要綱の第６条第１項に

基づきまして会長を、第３項に基づいて副会長を、それぞれ委員の互選により

決めていただきたいと思います。立候補や推薦等はございますでしょうか。 

 もしないようでしたら、事務局案としまして、先回から引き続き会長に中野

優委員、副会長には玉木委員を推薦させていただければと思いますが、いかが

でしょうか。 

 ありがとうございます。それでは、会長に中野優委員、副会長に玉木委員で

ご異議ないということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

 では、皆さんの互選により、中野優会長、玉木副会長に決定いたしました。

どうぞよろしくお願いいたします。先ほどごあいさついただいたのですけれど

も、会長、副会長より一言ずつ就任のごあいさつをお願いしたいと思いますの

で、中野優会長、よろしくお願いいたします。 

中野会長  また２年間よろしくお願いいたします。本日は、こういったリモート、多少

の不手際の可能性があるかと思いますけれども、皆様のご協力をよろしくお願

いいたします。 

司 会  では、続きまして、玉木副会長、よろしくお願いします。 

玉木副会長  急に副会長に、デッドボールみたいな気がするのですけれども、頑張ってい

きますので、よろしくお願いします。 

司 会  ありがとうございました。それでは、ここからは中野会長より議事を進行し

ていただきます。中野会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

中野会長  それでは、議事を進行させていただきたいと思います。まずは進行の方法と

してなのですけれども、１番と２番、二つの議題の説明が終わった時点で、一

旦、委員の皆様からの質疑や意見についてお受けしたいと思います。 

 それでは、（１）「令和２年度花育推進事業の取り組みについて」、続きまし

て（２）「令和３年度花育推進事業の取り組みについて」、事務局よりご説明を

お願いいたします。 

事務局  それでは、説明させていただきます。まず、令和２年度の花育推進事業の実

績について報告いたします。資料１－１をご覧ください。１ページは、数値指

標の取組一覧です。それぞれの指標に関する取組内容については２ページ以降

に記載しておりますので、合わせてご覧ください。 

 （１）情報誌の発行部数については、平成 30 年度から予算の関係で部数、
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発行回数ともに減少しておりますが、令和２年度も年３回 6,000 部発行してお

ります。 

 （２）花育関連講座の受講者数については、食育・花育センターにおいて各

種園芸講座、寄せ植え講座、苔やアロマ等の講座を開催し、受講者は計 1,698

人で、回数は 71 回でした。緊急事態宣言の発令により、４月、５月は園芸講

座や花育市民体験の実施を中止しまして、６月に再開後も密を防ぐなどの感染

症対策をしながら実施したため、例年に比べて受講者数は減少しております。 

 （３）花育の日・花育月間の推進については、４月は花の小売店に協力いた

だきまして、花育の日のＰＲののぼり旗の掲揚と、協力店独自の特典と併せた

花の種の配布を行いました。25 社 38 店舗から参加いただき、アンケートでは

次回も参加したいとの肯定的な回答を多くいただいております。10 月は、食

育・花育センターで感染症対策を行いチューリップクイズとチューリップ球根

植えの体験を実施しまして、11 組 115 人から参加いただきました。講師の花

育マスターによるチューリップクイズでチューリップへの関心がより高まっ

た様子でした。 

 （４）花育マスターの派遣件数については、令和元年度より市からの報償費

の支払いがなくなり、派遣から紹介に制度変更しました。以降は、花育マスタ

ーの活動把握のためにアンケート調査を実施しております。資料１－２に「令

和２年度花育マスター活動状況のまとめ」をつけております。こちらをご覧く

ださい。資料１－２の２、活動場所について、円グラフの上が令和２年度、下

のグラフが令和元年度です。コロナ禍で福祉施設、保育園、幼稚園、自治会な

どの活動が減少し、少人数での自主開催が増えています。このため１の活動状

況では、令和元年度と比較して活動回数は増加し参加者数は減少しました。資

料の裏面は、感想になっております。コロナ禍で感染対策をしながら実施し、

お花で癒される時間の大切さ、花育活動の意義や必要性を改めて感じたなどの

感想が寄せられています。 

 続いて（５）花育団体体験プログラム等の実施については、食育・花育セン

ターで、小学校、保育園、幼稚園等の希望に応じた花育に関する体験プログラ

ムを提供しています。緊急事態宣言を受けて４月、５月は中止し、６月以降に

再開したものの、移動のバスが密になるなどでキャンセルが相次ぎ、実施校数、

園数は 51件 1,530 人と、例年に比べて減少しております。 

 （６）の保育所、幼稚園、小学校の地域との連携による花育活動実施率につ

いては、毎年市内の公立校等にアンケート調査を実施しております。地域との

連携率については、全体で 47パーセントと、昨年度の 54 パーセントから減少

しました。特に幼稚園、保育園において減少し、コロナ禍のため地域との連携

は実施しなかったというコメントが多くみられました。資料１－３は、そちら
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のアンケート結果となっております。資料１－３をご覧ください。 

 資料１－３の問３ですが、花育活動に係る課題です。課題のその他に回答い

ただいた主な内容を右に記載しております。コロナ禍で地域の人と活動できな

い。野菜の栽培を行っているが、その他の花や緑等までは難しい。水やりが困

難。教育課程に位置づけることが難しいなどの課題が挙げられています。野菜

の栽培につきましては、花育として捉えている場合とそうでない場合があるよ

うでして、今後は皆さまとともに、新潟市の花育の定義についても考えていけ

ればと思っております。資料１－３の裏面は、平成 27 年度から令和２年度ま

での花育活動の経年変化をグラフにしたものです。上のグラフは、花育活動実

施率で、いずれも高めに推移していますが、下のグラフの地域と連携した花育

活動実施率では、小学校や幼稚園と比べて保育園の地域連携割合が低く推移し

ています。保育園は、「花育活動に係る課題」として「ノウハウがない」を挙げ

た園がもっとも多く、花育活動に関するノウハウの提供などの働きかけが重要

となっております。 

 続きまして（７）生産現場の花育活動登録数です。花育マスターの制度変更

に伴いまして、団体としての登録数は０となっておりますが、実態としては生

産農家と学校等が連携している取り組み自体は多いため、花育マスターの登録

によらず連携している活動にスポットをあてて継続的に取り組んでいく体制

づくりが重要であると考えております。 

 （８）緑化活動推進事業に実施団体数につきましては、公園をはじめとした

公共施設などで緑化活動を行う地域団体等への支援として、花の苗などの購入

費を補助し、緑豊かで潤いのあるまちづくりを推進する事業となっておりま

す。令和２年度は 318 団体が実施しています。 

 （９）新潟の花や緑について生産者や流通の現場で学ぶ講座等の受講者数に

ついては、例年花の産地である秋葉区において、生産現場を巡るバスツアーや

栽培講習会を実施し好評でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、

令和２年度は中止となりました。秋葉区や地元園芸業者などによるチューリッ

プ球根商業生産 100 周年記念事業実行委員会がボランティアなどと植え付け

たチューリップを楽しめるように、自由に散策できる対応としました。ほかに

公共施設において鉢花の寄せ植えを展示し、来庁者、来場者へＰＲを行ってお

ります。 

 （10）多面的機能支払交付金事業を活用した植栽による景観形成等への取り

組みについては、取組率 85.3 パーセントでした。こちらについては、事例集

をお配りしておりますので、後ほど具体的な取組についてご確認いただければ

と思います。 

 ここまでの通常事業の取り組みにつきましては、令和３年度も令和２年度と
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同様に継続して取り組んでおります。 

 次に、５ページの２、その他の取り組みについてです。（１）花育俳句につ

いては、前年度に引き続き募集しまして、全国から 778 人 1,130 句の応募があ

りました。俳句をとおして花に関心をもっていただくとともに、新潟市が花の

大産地であり花育に取り組んでいることを全国にＰＲする機会になっている

と感じています。 

 次に（２）フル・フル・フラワーキャンペーンです。こちらは、令和２年度

のみの取り組みとなります。新型コロナウイルス禍で式典や祝宴、イベント等

の開催自粛や中止を受けまして、彩となる花の需要が著しく低下しました。そ

のため、緊急対策として市と関係機関が連携し、市内産花きの消費を喚起する

取り組みを行っております。 

 一つ目は、①の割引券を活用した市内産花きの需要・消費拡大の支援です。

本事業に参加した市内の生花店等の 71 店舗において 1,000 円以上の市内産花

きを購入した市民に、500 円の割引を実施しました。利用者には割引券に氏名、

居住区、性別、年齢を記入してもらい、購買層などについても集計を行ってお

ります。また、花の小売店と市とのつながりもできましたので、今後も連携し

ていきたいと考えております。 

 ②市内公共施設等での花展示は、花きに対する消費マインドを喚起するた

め、公共施設や新潟駅などで市内産花きの展示、装飾を行いました。展示には、

市内の小売店などから携わっていただきまして、花でまちを彩りＰＲを行って

おります。 

 ６ページの③広告宣伝です。若い世代に向けた発信ということで、テレビ局

等とのタイアップによるチューリップを中心としたプロモーションを実施し

ました。地元民放４局と連携し、各局のパーソナリティ、アナウンサーを宣伝

キャラクターに起用したポスター、ビジュアルの掲出、各局番組内での宣伝紹

介、動画制作などを行いました。 

 次に（３）園芸相談の実施は、食育・花育センターで実施している専門の相

談員による無料相談となっております。5,423 件と多くの市民から利用いただ

きました。 

 （４）萬代橋チューリップフェスティバルです。市の花チューリップを育て

て、市のシンボルである萬代橋と周辺を彩るという取り組みで、多くの園・学

校等で取り組まれています。令和２年度は、426 の団体及び個人が参加しまし

た。 

 ７ページの３、関係団体と連携した取り組みの（１）にいがた花推進委員会

と連携した「新潟の花を贈ろう」キャンペーンです。毎年実施している取り組

みですが、令和２年度の母の日については、新型コロナウイルス感染症の影響
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で中止しました。また、その他の取り組みは、例年食育・花育センターで実施

していましたが、令和２年度は NEXT21、郵便局、銀行、新潟駅など、より多く

の人の目に触れる形で実施しました。 

 ７ページの（２）にいがた花絵プロジェクト実行委員会と連携した花絵制作

です。令和２年４月は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となりました。

にいがた花絵プロジェクト実行委員会では、花絵制作のほかに、チューリップ

を楽しんでもらい生産者にエールを送るという目的で、冬のチューリップを販

売する「Sunday だけのチューリップ花屋さん」という取り組みを実施していま

す。例年は事務所がある本町で開催していますが、令和２年度は万代シティで

開催し、大変売れ行きがよく、35 種類 1,700 本が早めに完売したということ

です。人が集まる場所で開催することで、無関心層や少しだけ花に興味がある

層に響く好事例となりました。 

 以上で、令和２年度の花育推進事業の説明を終わります。 

 続きまして、令和３年度の花育推進事業の取り組みについて説明いたしま

す。資料２をご覧ください。 

 １、花育に関する情報発信として、「花育通信」を発行しております。７月

に発行したものを資料として配布させていただきました。発行部数は限られて

おりますが、市ホームページからも閲覧可能で、アクセス数も伸びております。 

 ２、花育の日における普及活動として、花育月間の４月には、令和２年度と

同様に花育の日協力店や食育・花育センターと連携し、のぼり旗の掲揚、花の

種プレゼントなどを実施しました。10月の取り組みとしまして、令和３年度新

たにいくとぴあ食花運営グループと同時開催で、花や緑に特化したイベントを

開催する予定としています。10 月 16 日土曜日に、いくとぴあ食花の花と緑の

展示館において、食と花推進課主催で花育マスターや花小売店などによる花育

体験のワークショップを開催します。花育の日の認知度向上のＰＲとともに、

花や植物に直に接する体験を行い、楽しみ方を実感してもらう内容としていま

す。初めての試みとしまして、いくとぴあ食花主催のにいがたフラワーマルシ

ェとの同時開催となります。にいがたフラワーマルシェでは、SDGs を推進する

お花のリサイクルマーケットや寄せ植えコンテストをはじめ、植物販売、植物

をテーマとしたハンドメイド作品などのマルシェ、ワークショップ、出張園芸

相談など、さまざまな企画を用意しています。花育マスターに活躍いただく機

会として、また広く植物に親しんでもらう機会となるよう、準備をしていると

ころです。花育マスターと花育の日協力店の方からは、この度ボランティアで

のワークショップ開催にご賛同いただき、実施することとなりました。詳細が

決まりましたら、情報提供させていただきたいと思います。 

 資料裏面の３、花育俳句につきましては、募集のチラシをお配りしました。
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３回目となる今年は、お題を新潟市食と花の名産品であります「チューリッ

プ」、「ユリ」、「アザレア」、「ボケ」の４部門としまして、各部門一人１句まで

応募可能としました。今年度の花育俳句事業の実施にあたりまして、新潟県花

き振興協議会と新潟県花木振興協議会からご協賛をいただきまして、優秀句と

して選ばれた方々に鉢花や切り花をプレゼントさせていただくことになりま

した。この場をお借りしまして、改めてご協力に感謝申し上げます。花育俳句

の募集期間は、９月１日から 11 月 30 日までです。皆様から広く取り組んでい

ただき、全国に向けて新潟市の花育を発信していきたいと思っております。 

 ４、関係団体と連携した取り組みです。①にいがた花推進委員会と連携した

「新潟の花を贈ろうキャンペーン」として、４月 29 日から５月３日まで「母

の日に新潟産の花を贈ろう」キャンペーンを食育・花育センターで、「にいが

たサマーリリーフフェア」を７月に NEXT21 で開催しました。今後、いい夫婦

の日やフラワーバレンタインについても、キャンペーン実施を予定しておりま

す。 

 ②にいがた花絵プロジェクトにつきましては、お配りした花育通信の最後の

ページにも掲載しております。例年、球根栽培のために配布されるチューリッ

プの花の部分を使いまして、多くの市民ボランティアの参加を募って花絵を制

作しています。コロナ禍により令和３年度は実行委員のみでの制作となりまし

たが、新潟駅南口広場を彩ることができました。 

 以上で、花育推進事業の取り組みについて、説明を終わります。 

中野会長  ありがとうございました。それでは、ただいまの説明につきまして、ご質問、

ご意見等がございましたらお願いいたします。 

中野（節）

委員 

 中野です。花育俳句の件で聞きたいのですけれども、もう何回もやられてい

る活動だということを、この前初めて知りまして、本当に申し訳ありません。

本当に花を文字で表していく、心で表していく、とても素敵なことなのですけ

れども、私のアンテナが錆びていまして、それをやっていらっしゃるというこ

とがまったく伝わってこなくて、とても残念です。私もいろいろな子どもたち

や高齢者の人たちと本当にたくさん花を通じて知り合っているのですけれど

も、どのようにして今までこれを伝えてきていたのか、今後どうやって私たち

は伝えていったらいいのか、その辺のところをお聞きしたいと思います。 

事務局  中野委員、ありがとうございます。今回で３回目を迎えるのですけれども、

去年までは市報にいがた、ホームページ、それからチラシ等を市の関係機関や

食育・花育センターに置いて広報するという形をとっておりまして、また、応

募者数の７割、８割が全国なのですけれども、これは民間の懸賞サイトから掲

載してもよろしいですかというお話があったので、ぜひということでそちらに

掲載されているということで、全国の方からそのサイトを見ていただいて応募
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があったということになります。新潟市民の方に対しての広報がいまひとつ広

がっていないというのは確かでありまして、今年度はそこの部分、一応、小中

学校向けにも送っているのですけれども、そこの部分をもう少し強化していき

たいと思います。今回、８月 30 日から９月３日まで、FM KENTO が毎日この俳

句募集について放送してくれるということですので、もう少し新潟市内、市民

の方には浸透していくのではないかと願っておりますが、今後、市民向けに対

した広報を、今年は頑張っていきたいと思いますので、推進委員の皆様にもぜ

ひよろしくお願いいたします。 

中野会長  中野委員、よろしいでしょうか。 

中野（節）

委員 

 はい。ありがとうございます。 

中野会長  ありがとうございました。ほかにございませんか。 

北澤委員  私も続きで俳句の件なのですけれども、こういう活動をして、入選された方

にプレゼントをして、ホームページで公表されるという以外に、それを利用し

て、その俳句を使って何か一般に広めるというか、そういうことは何か考えは

ありますか。今までやって。 

事務局  １回目の俳句募集のときは、その俳句を全部、食育・花育センターに掲示さ

せていただいて、皆さんに実際、投票してもらうということで、広く皆さんの

作品を発表できる場があったのですけれども、昨年からは、今回のコロナ禍の

こともありまして、人を集められないという事情もありまして、ホームページ

のみの掲載と、私どもと食育・花育センターのスタッフ等での審査という形を

とらせていただいております。 

 今回も、まだコロナが続いているので内部選考にはなってしまうのですけれ

ども、今後、このコロナが落ち着いて、また皆さんに見ていただける場をつく

れるようであれば、もっと他のところに掲示して、皆さんに広く見ていただく

ようにしていきたいと思っております。また、入選句だけにはなりますけれど

も、花育通信に掲載させていただいて、それを皆さんに見ていただく。それか

ら、令和２年度ですけれども、秋葉区の小合小学校の生徒さんから作品をたく

さん出していただいたので、これを秋葉区役所で掲示させていただきましたの

で、できるだけ皆さんに見ていただける場をもっていきたいと思っておりま

す。 

中野会長  北澤委員、よろしいでしょうか。 

北澤委員  はい。ありがとうございました。せっかくだから、何かとコラボできたりと

かしたらいいなと。商品につけるとか、あったらいいなと思いました。 

中野会長  その辺り、コロナが収束した後には、ぜひ話し合っていただきたいと。この

委員会も含めてですね。 
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北澤委員  ありがとうございます。 

中野会長  ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、少し時間が押していますので、次の議題です。（３）「新潟市第３

次花育推進計画の策定に向けて」の説明をお願いいたします。 

事務局  それでは、説明をさせていただきます。資料３をご覧ください。新潟市第３

次花育推進計画の策定に向けまして、まず、事務局から新潟市の現状などにつ

いて説明させていただきます。その後、花育事業につきましては、中野節子委

員からご自身の体験報告をしていただきまして、中野委員の報告を受けて、委

員の皆様から質問を含めまして花育を通して目指す姿、方向性などについて話

し合っていただく予定としております。 

 まず、新潟市の現状についてです。人口の現状につきまして、「第２期新潟

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」からの引用となります。本市の総人口の

推移、推計のグラフがございます。1955 年から 2005 年までは増加しておりま

すが、2010 年に減少に転じまして、男女ともに今後の減少が見込まれていま

す。 

 続きまして、年齢階級別の人口移動の状況は、2016 年より社会減が継続して

います。特に大学などを卒業し、就職する年齢層の 20から 24 歳の転出超過が

もっとも多くなっておりまして、その傾向は年々拡大しています。この若者が

進学及び就職のタイミングで市外へ転出している現状を踏まえて、市では、「若

者の市外転出の意向状況にかかるアンケート調査」を 2019 年に実施していま

す。アンケート調査結果の「市内企業の認知度と情報入手経路（高校生・大学

生等）」を見ますと、全体の 48.3 パーセントが市内企業についてあまり知らな

い、6.3 パーセントがまったく知らないと答えており、学生は新潟市の企業や

そこで働く社会人について必ずしも十分な情報を得ないまま就職活動に臨み、

県外での就職を決めているという実態がうかがえます。次に、地元企業に関す

る情報の入手経路についてです。学校行事、マスメディア、家族・親族からの

情報、ＳＮＳ、職業体験、インターンシップが上位を占めています。 

 続きまして、新潟市の農業の現状についてです。令和元年の市町村別農業産

出額では、新潟市は 565 億円で、全国第５位の大農業都市となっています。次

に、花きに関するデータを都道府県別で見ますと、新潟県はゆりとチューリッ

プの産出額が全国第１位、花木類は第２位となっております。花きの作付面積

においても、新潟県の全国順位はゆりと球根類で第１位、鉢もの類で第３位と

なっています。 

 次に、新潟市の全国順位を見ていきます。平成 30 年市町村別農業産出額に

おいて、新潟市の全国順位が高い品目は、上から順に米、大根、西洋なし、す

いか、花きで、花きの全国での順位は 11 位となっています。花き類の栽培面
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積・経営体数でも、新潟市は全国第５位、第４位と順位が高く、県内順位は第

１位です。参考としまして、花きの消費について、家計調査から見てみますと、

１世帯当たりの年間の支出金額では、新潟市は切り花の支出が全国平均より高

く推移していることが分かります。 

 新潟市では、自信をもって全国に誇る自慢の農畜水産物を「食と花の名産品」

として指定し、全国に向けて発信しています。この「食と花の名産品」につい

て、首都圏と新潟市内における認知度を示す表があります。平成 25 年に調査

したものとなります。中でもチューリップは市内における認知度が 60 パーセ

ントを超え、ほかと比較すると高くなっていますが、首都圏での認知度はいず

れの花も 10 パーセント未満にとどまっています。クリスマスローズ、ホワイ

ト阿賀、アザレア、ボケについては、首都圏のみならず、市内においても認知

度が 20 パーセント未満と大変低いことが分かります。このように、新潟市が

花の大産地であることの認知度の低さが、依然として課題となっております。 

 次に、新潟市花育推進計画についてです。平成 20 年に「食と花の政令市に

いがた」としまして、豊かな自然・田園や花の生産地と都市が近接している利

点を活かし、食育と並び花育を推進するために策定しました。平成 27 年４月

に基本理念を継承しまして「第２次花育推進計画」を策定し、令和５年４月に

「第３次花育推進計画」を策定する予定となっております。 

 次に、計画の位置づけです。新潟市の総合計画であります「にいがた未来ビ

ジョン」が最上位計画としてあります。その下に農業に関する分野別計画の「新

潟市農業構想」があり、さらに花育に関する分野別計画として「花育推進計画」

を策定しています。いずれも計画期間は令和５年度から令和 12 年度の８年間

です。そのため、花育推進計画は新潟市総合計画の方向性と整合し、花育推進

計画に基づいて花育を推進することにより、「にいがた未来ビジョン」で目指

す都市像の実現に寄与することになります。 

 次に、経済・社会情勢の変化についてです。新型コロナウイルス感染症の影

響として、地域経済の疲弊と雇用情勢の悪化、コミュニティ活動の停滞が危惧

されている一方で、新しい生活様式の定着、デジタル化の進展、地方移住への

関心の高まりなど、価値観や意識の変化も見られています。急速な人口減少、

少子高齢化、若い世代の東京圏への流出が顕著となっているほか、気候変動の

深刻化、持続可能な開発目標である SDGs や脱炭素への意識の高まりも挙げら

れます。また、民間事業者をはじめ、多様な主体との協働、連携体制を構築し

て強化していくことが求められています。 

 以上のような経済・社会情勢の変化を踏まえまして、課題を認識し、花育で

目指す姿、将来のあるべき、ありたい姿を検討し、その方向性をもとに花育推

進計画を策定したいと思っています。 
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 次に、第３次花育推進計画の策定のポイントとしまして、SDGs の視点を挙げ

ました。SDGs、持続可能な開発目標とは、将来世代のニーズを損なうことなく、

現世代のニーズを満たす開発と言えます。新潟市が目指す持続可能なまちづく

りとは「未来の子どもたちが住み続けられる新潟市」をつくることと言い換え

られます。外務省のホームページから SDGs の各目標、ゴールが期待された部

分を資料につけてあります。花育推進計画の策定におきましても、SDGs の視点

を取り入れていきたいと思っております。 

 それから、次の資料ですが、令和２年度の花育推進委員会で配布させていた

だいたものです。簡単にご紹介しますと、花や緑の効用、花の産地、環境とい

うこの三つの歯車がうまく噛み合うことが新潟市らしい花育ではないかと考

え、歯車は離れていてはうまく回らないため、関係団体が連携して歯車をうま

く回していきたいということを表したものです。さらに、歯車をうまく回すた

めに、潤滑油としてボランティアなどの市民活動が考えられ、見附市のイング

リッシュガーデンではボランティアが積極的に運営にかかわっていますし、新

潟でも拠点施設であるいくとぴあ食花をはじめとしまして、市内での市民活動

を活発化することができればと考えています。 

 次に、スケジュール案についてです。当委員会は通常年１回の会議ですが、

第３次の計画策定のため、今年度は２回、次年度は３回の会議を予定しており

ます。第２次計画の現状把握や第３次の計画の方向性の検討を行い、それを受

けまして、骨子案、計画素案の検討に入り、市民向けのアンケートなども実施

したいと考えています。令和４年度は、計画案をより具体化していく作業にな

ります。目指す姿、方向性を確認し、そこに向けた施策を考え、数値指標を設

定していきます。委員会での検討を踏まえ、議会報告やパブリックコメントを

経まして、令和４年度末に公表し、令和５年度から第３次の新計画の開始とな

っております。 

 最後に、新潟市花育推進計画の施策体系を表した図がございます。現行の計

画は、理念、施策方針、施策の三層構造となっております。第３次花育推進計

画の策定にあたり、本日の第１回委員会では、図の一番下に矢印で示してあり

ますとおり、花育を手段と考えて、目的である目指す姿について、まず考えた

いと思っております。本日の委員会の後半では、花育で目指す姿について、皆

様から意見交換をしていただきまして、そこで方向性を確認し、次回以降、そ

の目指す姿に向けて施策を具体化して考えていきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。私からは、以上です。 

中野会長  ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明に関しまして、ご意

見、ご質問等がございましたらよろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 

村井委員  いいですか。言葉だけの問題だと思うのですけれども、今の花育推進計画の
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施策体系の中の 14 ページのところで、施策方針に「花や緑」と書いてあって

「花や緑」に親しむ場の整備を、「花と」にしたらいいのではないでしょうか。

日本語の使い方だと思うのだけれども、「花と緑」のほうが言葉尻は合うので

はないかと思ったので、そのような言葉にしたほうがいいのかなと今、思いま

した。だから、上のほうの「対象」も、「花や緑」を、「花と緑」をというよう

に、「と」にしたほうが耳障りもいいかなと、目障りも含めて思ったので、お

願いしたいと思います。 

中野会長  そのあたり、いかがでしょうか。 

事務局  ありがとうございます。そうですね。「花と緑」の方向で考えたいと思いま

す。 

中野会長  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 今回、最後にも意見交換というタイミングがございますので、このあたりで

次に移りたいと思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、続きまして５番の「事例研究」として、中野節子委員より「花育

事業体験報告」をお願いいたします。 

中野（節）

委員 

 皆さん、改めましてこんにちは。初めて委員にさせていただきました中野節

子と申します。何となく花に携わってやってきたことが花育だったのだという

感じで 10 年間過ごしてまいりましたけれども、私の体験報告をさせていただ

きたいと思います。 

 事業は、秋葉区にあります株式会社大郷屋種苗というところで、明治創業の

種や園芸資材、花き園芸業の卸業をやっております。併せまして、先ほどもお

話しいたしましたけれども、ＮＰＯ法人の代表理事といたしまして、障がい者

にいかに仕事をしていただいて社会復帰を目指すか、戻るのかというところ

で、就労継続支援Ｂ型の事業をやっております。 

 時間がないので仕事の話はこのくらいにいたしまして、私が 10 年間やって

きた花育の活動の目的というものを改めて考えたのですけれども、もともと秋

葉区というのは、花の生産地である。生産地ならではの花育とは何なのだろう

か、花とは何だろうか、花を使ってコミュニケーションをとるのは何なのだろ

うかということに、いつもクエスチョン、クエスチョンで過ごしてきたように

思われます。ベースの中では、やはり私どもも花き園芸業に携わっております

ので、産業の活性化と、併せまして地域住民の地域活性ということを目的とし

ながら活動をやってまいりました。私、実は花育に関しては、やらせてくださ

いと言って始めたわけではなく、どうしても 100 年企業でございますので、何

かできないでしょうかということでいろいろな方から提案をいただきまして、

どうですかということがありまして、では花にかかわる産業なのであれば何か

できることはないのかなということで、花育活動というところに入ってきたの
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でございます。ですので、活動の目的というのは、当初は産業活性、秋葉区の

花をもう少し元気にしたいなというのが、私の最初の目的でございました。 

 そうなのですけれども、活動をしているうちにいろいろな事実が見えてまい

りまして、これでいいのかなというところがたくさん出てきました。 

 ここ 10年、実は 2011 年から始まるのですけれども、東北大震災のときに、

花で心が変わるという体験をさせていただいたのです。多分、資料で皆さんの

ところにあるかなと思うのですけれども、皆さんのところにこのようなものが

いっていると思うのですが。それは、花いっぱい運動でしょうか。「新潟は花

の名産地 もっと新潟の花を知ろう 生活に花を取り入れよう」ということ

で、小合小学校の５年生、６年生の皆さんのところでお話をさせていただきま

した。その中の内容として、被災地である南相馬の大甕小学校に小合小学校の

子どもたちが作ったお花を現地まで持って行って、現地で植え込んで、そして

花壇作りの手伝いをしましょうという活動をやらせていただきました。そのと

きに、本当に子どもたちが、被災地ですので、花壇が全部、自衛隊が来ていて、

除菌もされ、何もない状態のところで、学校に草木１本ない状態から始まって

いたのですけれども、そこに小合小学校の子どもたちが作ったウィンターコス

モスだったのですが、それを持って行き、合わせて球根を植え、花壇整備をさ

せていただきました。そのときの写真が残っているのですけれども、そのとき

に、花は力があるなと感じたのが一番です。 

 同じ時期に、新潟のアザレアを被災地に持って行きました。これは、ただ持

って行けばいい問題ではなくて、タイミングが必要なのです。向こうが必要な

ときに、必要なだけ、必要なものを持って行く。ちょうどそのタイミングが花

だったのです。早くてもだめだし、遅くてもだめ、今のタイミング、オンタイ

ムのところで持って行ったところで、向こうの被災地のおばあさんが涙を流し

ながら「花っこが欲しかったのですよ」と言って、泣いて私の手を握って花を

受け取っていただいたことを見たときに、花は力を持っているなということを

感じました。 

 そのときに、これをもう少し皆に分かってもらいたいし、もっと違う活動が

ないのかなと思っていたところ、行政の方と秋葉区の花の産地に皆を呼んでく

ださいという「花と緑のバスツアー」というものをやらせていただきまして、

これが何と定員20名のところに150名くらい集まる大人気講座になりまして、

年に３回くらいやるのですけれども、どこも 100 人超えの応募で、産地を回り

生産の人の話を聞きながら、あとは私と一緒に新潟の花は何だよねとか、アレ

ンジメントは楽しいよねという話をしながらお食事をして一日が終わるとい

うようなツアーをずっと続けさせていただいた結果として、新潟の花、特に生

産地には魅力があるということを感じました。 
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 もう一つは、それをやり始めて 2011 年から始めたのが、高齢化社会に対す

る、花育を使ったコミュニケーションを図ろうという活動です。今でも続いて

いるのです。今日もやってまいりました。毎週金曜日、午前中、地域のおばあ

ちゃんたちがワンコインを握りしめ集まって来るのです。毎週来るのです。皆

やめない。なぜ来るのですかと聞くと、もうここに来るのが日課になった。花

があると皆と話せるのがいい。花の先生になる気はないと言うのです。天国に

行ったら先生になればいいのだと言って、もう 10 年間通い続けて、毎週金曜

日に通い続けて来てくださっているおばあちゃんたちが 10年、12年でしょう

か。そのように、仲間づくりであるとか、コミュニケーション能力の高まりで

あるとか、やはり世代交流もできていくという、とてもすごいというものを感

じました。 

 そのようなことをしているうちに、子どもたちの花育指導をやっていただき

たいということがありまして、各幼稚園、保育園で花の指導をしていくのです。

秋葉区周辺の保育園と幼稚園、多分画像が出てくると思うのですけれども、子

どもたちに目を据えていきます。大体その園の方針に従って、花は教えるので

すけれども、私に何かプラスアルファも話してくれというので。画像が出ると

思います。皆さん、フラワーアレンジメントをやっていらっしゃる方は、大抵

同じように指導をやられると思うのですけれども、その中でプラス何かを教え

てもらいたいと言うのです。最初のころは、感謝する心とか、頑張る心とか、

お片付けとか、いわゆる当初の花育の目的と同じ、優しい心を育みたいという

幼稚園サイドの要望に従ってやってまいりました。そのうち段々と、これです。

新津第二幼稚園は六、七年続いているのですけれども、最初のころはこうやっ

て自分で頑張ろう、お花はきれいだね、新潟の花大好きだよというような、例

えば出来上がったものをどうすると言ったら、お家の人にあげる、喜んでもら

うという、いわゆる感情論だけなのです。感情を育むという作業をやるのです

けれども、そのうち社会でいろいろな問題が見えてきます。いじめとか、ひき

こもりとか、コミュニケーションが取れない、困ったことが相談できないとい

うような子どもたちがたくさん出始めてきます。どうしようかなと思ったとき

に、私、次の策を考えまして、まず私の話を聞く、そして聞いて自分で理解す

る。とりあえず自分で頑張ってみる。そして頑張ってもどうしてもだめなとき

に皆どうすると聞くと、先生を呼ぶと言うのですけれども、先生は 40 人に呼

ばれたら行けないからだめだと言って、周りに聞きなさいと言って、隣同士で

協力して、隣同士でお話しができて、そこで解決できたらそれで終わり。どう

しても隣同士でだめだったら、そのまた隣の人に聞きなさいと言って、自分と

自分のお友達でいろいろなことを解決するというトレーニングを１時間のう

ちにするのです。そうすると、きちんと子どもたちは、まず自分で、だめだと
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隣の子にこれはどうするのだったっけときちんと聞くのです。その子が分から

ないと、そのまた隣の子に聞くのです。何となくそこで出来上がって、私を呼

ばなくなったのです。ですので、大体講座は 40 人とか 50 人でも、私の活動は

ほぼないのです。子どもたちだけで支え合うとか、教え合うとか、分からない

の教えてとか、助けてという、ヘルプを出せる子どもたちが最近やっと出てき

たような気がします。そのように子どもたちの花の指導も、フラワーアレンジ

メントという一つのキー、いわゆる花育というキーワードを使って、子どもた

ちの社会に出てからの心の強み、例えば困ったときはどうすればいいのか、自

分一人で解決できないときに友達にどうヘルプを出すのかというトレーニン

グがここでできるようになります。 

 そのうちにいろいろなところで活動するのですけれども、障がいをもった子

どもたちの指導というものも入っていくのです。いわゆるアスペルガーとか、

多動であるとか、精神疾患をもった子どもたちに健常の子と同じように作業を

させるのですけれども、やはりどうしても遅れてしまうということがありま

す。そこのところは、お隣の子がきちんと障がいの子をケアする。私ではなく

て、友達同士がケアするということを１時間通してやると、そこで子どもたち

は、新しい輪ができあがって、子どもたちは障がいの子も一緒だよねという感

覚が身についていったのです。これはすごくいい経験だったと思います。 

 もう一つ、私は今、障がい者の支援事業をやっているのですけれども、障が

い者が花に携わっていくというのは、もしかすると社会を変えていくすごくい

いきっかけになっていくのかなと考えながらやっております。ですので、花育

の 10 年間の推移というものが、最初は内面の問題、優しい心、先ほどありま

したよね。花育の目的、令和２年度のこれです。花育とは、花と緑に親しみ、

育てる機会を通して、優しさや美しさを感じる気持ちを育むこと。これは、本

当に花育のベースだと思うのですけれども、それがあって、次どうするという

次元になってきたのかなと思っております。 

 実は、私、２歳から 101 歳まで同じ指導をするのです。２歳児も 101 歳も理

解度は一緒です。お花に対する感情も全部一緒です。花を見て、さあ、皆どう

思いますかと３歳児に聞くのと、小学校６年生に聞くのと、同じ反応をするの

で、私は６年生には、ここに月潟小学校があるのですけれども、小学校の子に

は、あなたたちの返答は３歳児と一緒だから、もう少しレベルの高いワードを

つくってちょうだいと言うと、想像力をつけていろいろなことを話してくるの

ですけれども、基本的には一緒です。きれいだとか、優しくなびくとか、心が

癒されるとかというようなことを言うので、２歳児から 101 歳まで花を使った

活動というのは、同じベースまでもっていける。もっていけるのであれば、そ

の次、何を伝えていくのかというのは、花育は目的ではなくて手段ではないか
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なと私はずっと考えるようになりました。実は昨日、自殺防止のケアをする団

体のトークネットと話をしていて、大事なことは、誰かに困ったことを伝えら

れる、自分の気持ちが伝えられるということが大事だというお話を聞きまし

て、これは私が感じていたことと一緒だなと、すごく感動いたしました。 

 では、画像を少し見ていただいて、今出しているのが、月潟小学校で文化祭

のときです。４年生なのですけれども、大体予算がないものが私のところにく

るのです。予算がないのでどうにかしてくれと言って、分かりましたと言って、

全員で一つのものを作って展示しましょうと。このときも、一人ずつ１本ずつ

持っていって、ただきちんとテーマを決めるのです。このお花のテーマは何だ

というのを決めて、作って、最後に入口のところに飾っていただく。これはす

ごく大盛況で、去年はコロナ禍でできなかったのですけれども、今年度もまた

月潟小学校でこういうことをやりたいねという話がきました。 

 そのような感じで活動を続けておりまして、それから亀田東小学校です。こ

れはお花の教育ではなかったのですけれども、キャリア教育、自分の未来を考

えるという教育で、６年生でした。フラワーアドバイザーというのはどういう

仕事をするのか、花にはあまり興味がないけれども聞いたことがないから聞き

たいという子が 40 人くらい集まってきまして、私の花に対する考え方をお伝

えしたのですけれども、そのときも、残念ながら新潟が花の産地だということ

は誰も知りませんでした。そうなんだと。だから何という感じなのですね。農

業があって、だから何。でも、新潟に農業がある。その中に花がある。それは、

今の日本にとても大事なことなのだよということを伝えるのですけれども、そ

こで SDGs の話をするのです。今、環境問題であるとか、未来に自分たちがき

ちんと住んでいける持続可能な社会なのかということというのは、世界の子が

考えているのだよという話をするのですけれども、その子たちは、日本の子ど

もたちは分からない。でも、世界の子どもたちはもう分かっていて、感じ取っ

ているのに、あなたたちが分からなかったらどうと聞くと、恥ずかしい、僕た

ちも勉強したいと。そして、勉強したい、興味をもつ、花というのは何だろう、

新潟の花というのはどういう位置づけになるのだろうということが、自分が調

べていく結果になっていくのだと思うのです。最終的に彼等から受け取ったア

ンケートの中で、感想文の中で、花になどはまったく興味はなかった、だから

何と思ったけれども、そうやって環境問題であるとか、自分たちの未来につな

がると考えたら、花、俺たちもう少し勉強しなければいけないし、すごく興味

をもったというアンケートがたくさん返ってきたのです。ですので、最初から

言いますけれども、花育が目的ではなくて、花育を使って彼らの心をどう動か

すのかということがすごく大事になってくるなと思います。 

 最終的に子どもたちに教えたのが、私は花屋ですよと。花屋の私がやりたい
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ことは、自然を守って人を守ることですよと。そのために私は何をやっている

のかというところでこの矢印で、こういうことを教えていくのです。花を使う、

花を教えるだけではなく、その先に何があるのか、新潟の花は何なのか、新潟

の農業生産を守って食を守るというのはどういうことなのかということを、６

年生くらいの子はしっかり分かってくれます。特に新潟、食の産地、新潟は米

と酒があるよね。そこの意識はすごく植えつけられるのですけれども、その先

がつながってこないという、そこをつなげていきたいと思って、小学校の高学

年、中学生くらいにはこの話をさせていただいています。 

 それから最近やっているのが、障がい者の人たちにアレンジメントの作品を

作ってもらっています。私、もう直さないで、彼らの感性で作ったものを商品

として売っています。それがすごく認められて、今後は、企業も買ってくださ

るのですけれども、いわゆる官僚とか国会であるとか、そちらにもつなげてい

こうという話もありまして、この 10 年間やってきたことですごくつながって

きたなと思っております。 

 今ですけれども、いろいろなところから花に関する手伝い、花育と違うので

すけれども、花に対してのアドバイスをしてくださいということで、胎内市の

３か所のところで花いっぱい活動ということをやっておりまして、そこでどう

いう花をどのように飾ったらきれいかなということをアドバイスしながら、現

場で植え込み作業をします。このとき植え込み作業を手伝ってくれたのは、障

がいの人たちです。うちの施設のメンバーであって、植えていきます。本当に

彼等は自信がないのですけれども、1,000 ポットくらい植えたのです。彼等だ

けで一生懸命 1,000 ポット植えて、出来上がったものを見て達成感ですごくき

れいにできたという、そのやりがいというものが花ですごく伝わるなと思いま

した。 

 その下、十日町なのですけれども、十日町では「花は咲くプロジェクト」と

いうものをこの４月からやっていただいて、私と障がい者が行くのですけれど

も、田植え事業をやったり、先月は寄せ植えセミナーに参加して、ちょうどコ

ロナで現地の人が集まらず、地域で使うプランターを 30か 50 くらいだったで

しょうか、作らなければいけなかったのですけれども、全部彼等が作って、こ

のような感じでセミナーをやったりしました。花育は彼らの自信になるし、障

がい者にはすごくいい仕事なのだよという話をさせていただいて、新聞に載せ

させていただきました。それから、五泉市でも 100 プランターくらいを商店街

に並べたということを彼らもやってくださっています。 

 今まで、私、産業ですので、花の消費をメインに考えていました。花が好き

な人、花に興味がある人、生け花をやる人、アレンジメントをやる人たちに花

を売ればいいと思っておりましたけれども、いわゆる花を消費する対象ではな
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い障がい者のほうが、逆にすごく反応もいいし、実は今まで消費に向かってい

なかった人たちにその活動をやらせることで、マーケットも広がっていくし、

彼らの仕事にもなっていくということを、すごく手応えを感じておりまして、

今後も続けていきたいと思っております。コロナ禍でいろいろなことの考え方

が変わってきました。ビジネスも変わってきました。ただ、やるべきこと、例

えば心棒、心の棒と書くのですけれども、活動の中心になるものは変えてはい

けないと思います。新潟市が 10 年間やっている花育、その花育をベースとし

て次の 10 年間はどうするかというのは、今後、皆さんで考えていったらいい

のかなと思っております。 

 この 10 年やって、花はいいビジネスツールだなということをすごく感じて

います。これは、いい意味でも悪い意味でも。例えばラーメンというと、好き

な人と嫌いな人が絶対出てくるのですけれども、花というと、嫌いという人は

皆無です。お花が嫌いというと、よほど何かあったのかなと思いますけれども、

皆が好きな花というものを手段として新潟がもっているのであれば、共通のキ

ーワードとして次の未来の、環境問題もそうですし、少子高齢化もそうですし、

共生社会もそうなのですけれども、そこを生き抜くためには、いわゆる花育、

花、緑を使った活動というものがとてもいいのではないかなと思っておりま

す。これから皆さんで話し合いをしていただくようですけれども、委員会の中

で、目的意識の共有をぜひしていきたいと思っております。そして、できるだ

け自社の強み、皆さんはいろいろなビジネスをやっていらっしゃいますし、い

ろいろな活動をやっていらっしゃいますので、自分のところはこの強みがあ

る、この強みを活かしたいというものをベースに入れながら、ぜひ花育活動の

心棒を作って今後の活動にしていけたらいいのではないかと思っております。 

 とりとめのないお話でございましたけれども、ぜひ新潟の花、本当に皆さん

は第一人者で頑張ってきていただいて、すごくありがたいです。私は本当に一

花育マスターとして、現場で子どもたちから高齢者まで付き合わせていただい

て感じたことを今話させていただきました。現場の仕事、いくらでもやります

ので、ぜひ上層部で考えて、いろいろな方向性をつくる方々は、一つの方向性

と正しいことをもちながらやっていただきたいと思います。以上です。長くな

りました。すみません。ありがとうございます。 

中野会長  では、ここで休憩に入りたいと思います。 

事務局  中野会長、時間があれなので、もしであれば休憩なしでこのまま進めたらと

思うのですが、皆さん、いかがでしょうか。 

中野会長  皆さん、大丈夫でしょうか。それでは、休憩なしで連続して進めていきたい

と思います。 

 引き続き中野節子さんから、皆さんに。 



 - 25 - 

中野（節）

委員 

 すみません。今説明させていただきました中野でございます。本当に花育マ

スターの活動だけしかしていないので、大きなところまでは見えませんけれど

も、今回、皆様のご意見などを集約させていただいて方向性を進めていくのに、

私が司会をさせていただきたいと思うのですけれども、よろしいでしょうか。

大丈夫でしょうか。 

中野会長  よろしくお願いします。 

中野（節）

委員 

 よろしくお願いいたします。本当に長く話してしまって申し訳ございませ

ん。ぜひ皆さん、いわゆる「心棒」になるもの、自分の仕事、これが強みなの

だからこれを目的の中に入れてみたいというものを、ぜひ皆さんで語っていた

だきたいと思うのですけれども、いかがでしょうか。教育関係の方が多いので、

いろいろ教えていただくことが多いと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 今、最初にいただいた資料のところで、これの 14 ページのところに「花育

推進計画で目指す姿勢（目的）は？」というところがあります。花育は手段で

あって目指す姿が最終的な目的、皆さんにはどのような目指す姿があるのかな

と。例えば花育とはこういうものだよねというのが、皆さんそれぞれ、最初に

お話を伺ったときにいろいろなご意見がありました。花育活動でこういうこと

をやっていますよと伺いました。花育活動で今やっているものを、最終的な未

来でどのような形にしたいのかなという、していきたいのかなというものを、

もしありましたらご意見をお聞かせ願いたいと思います。今の活動をとおして

未来をどうしたいのかというところが、多分次のステップの目標になってくる

のではないかと思うのですけれども、いかがですか。どうでしょうか。中野会

長。 

中野会長  では、よろしいですか。今日、非常に今までと違った視点の話を聞かせてい

ただいて、目からうろこ的な感覚を今味わっているのですけれども、特に花が

力をもっているという体験の話が前半に少し出てきましたけれども、やはりそ

こを、私などは大学教員として、大学生だと小学生とか中学生と比べて少し鈍

くなっているのは間違いないのですけれども、そういうことをやはり分かって

ほしいというのはすごく感じました。やはり花に興味がないということを言う

学生がたくさんいるのです。でも、大なり小なり花はいいものだと思ってもら

いたいということを常に思っているのですけれども、ただ、それが産業とか新

潟市とかというところになかなか結び付かないというのもあるのです。だから

基本としては、やはり本当により多くの人に、ただ単に花が嫌い、嫌いではな

いだけではなくて、何か今よりも強い思いをもってもらいたいというのは感じ

ます。やはり花の効力ですよね。先ほど力ということがありましたけれども、

例えば優しい気持ちになれるとかということは、やはりいろいろな方に理解し

ていただけると思うのですけれども、それが次の、いろいろな各自、そこから
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は人によって違うと思いますけれども、いろいろな行動につなげるようなこと

ができていけるとすごくいいのではないかと思います。 

 すみません。かなり曖昧な意見で申し訳ないのですけれども、改めてそのよ

うに危機感を感じました。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。本当に花のもつ力、効力というのは計り知れないも

のがあるなと、私も日頃感じています。ぜひ多くの人たちにこれを体験しても

らうために、今、私は二つ手段があると思うのですけれども、本当に広く新潟

の花はいい、新潟の花は最高だ、新潟の花の大ファンだという、そのファンを

つくるための活動が一つ。それから、やはり経済力だと思っています。いかに

売れていくか、新潟の花が売れていくか。今回のメンバー、委員会の方たち、

本当に教育関係の素晴らしい方々と、あとは販売ですごく頑張っていらっしゃ

る、多分二つの路線になっていくと思うのですけれども、そこがうまく嚙み合

いながら前に進んでいくのが新潟らしいのかなと思っております。 

 では、生産のほうでは片岡さん、いかがでしょうか。 

片岡委員  少しピント外れかもしれないのですが、現在の新型コロナウイルス感染症、

新潟県も、新潟市も、そのステージが悪いほうにきているようなのですが、将

来、産業、あるいは企業の規模で見てもいいのですが、花づくりを中心とした

ビジネスは、やはりむしろ小企業でうまくやっていける可能性が高い、あるい

は大企業、中企業向けではない組織の中でやっていけるのではないか。それか

らもう一つは、大地と密接に結びつくところもあるのかもしれませんが、機械

化を進めていくにしても、あるいは今どちらかの文書にも出てきていましたけ

れども、後継問題、私どもの花き産業もそうですが、大規模化で事業を図って

いく、あるいは国内の業界のことを考えるのではなくて、むしろその組織や事

業のあり方というもの、少人数でもやっていける、あるいは大組織でなくても、

中組織でなくてもやっていけるというところに、何か少し光が見えるのではな

いかなという、少しずれている話かもしれませんが、本当にそう思いました。 

 うちの連中も、うちの会社の連中も、今極めて、本来であれば、今でもオラ

ンダ人が来たり、私たちがオランダに行ったりしている最中なのです。あるい

は全国、私どもの産地は県外向けもけっこう多いものですから、例えば首都圏

に行ったり、埼玉県に行ったり、高知県に行ったりといっても、今やここ三、

四週間は誰も、社長以下皆やめているし、そして誰も来ません。だからこうい

う中で、大変だというところから何かを探り出して吸い付けられる、その私ど

もがかかわるキーポイントは、小さくてもとにかくやっていけるという事業、

ビジネスのあり様が花木には必要かな、あるいは農業全体の原点なのかもしれ

ない。当然、大規模農法もありますけれども、花の分野はあまり、特に日本人

が好む花の分野については、大企業、あるいは大組織、中組織ではできないの
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ではないかという、感覚的なものですが、以上です。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございました。生産現場の問題点というのは、やはり片岡さんが

一番敏感なのかなと思っております。切り花の消費の関係で、玉木副会長。 

玉木副会長  流通からデータをお話しさせていただきます。答えになっているかどうか分

からないのですけれども、参考にしていただけたらと思います。 

 日本全国の卸売市場協会にも所属しているのですけれども、今期の北陸市

場、富山、福井、石川、新潟、ここでまとまっているのですけれども、そこの

市場は花の流通の売上が一番落ちています。それはコロナのせいもありますけ

れども、１月の大雪のせいもあって、我が社も疲弊していますし、生産者も疲

弊しているというような状況です。特に新潟ですけれども、チューリップが昨

年売れなかった。いろいろな力をお借りしまして、さばくということはできた

のですけれども、チューリップが振るわなかった。近年ずっとそうなのですけ

れども、チューリップの生産者は油代もかかりますし、確実なデータでは１割

は減っています。生産が減っていますし、ユリも生産が減っています。ユリも

減っているのは、ユリはどうしても業務需要が多いため、婚礼とか葬儀関係で

たくさん使われるのですけれども、婚礼はない、葬儀もほとんどない、使われ

なくなったということで、新潟はチューリップとユリでもっていますけれど

も、打撃を受けております。 

 それにもう一つ、新潟市についてなのですけれども、私が小さいころとか仕

事をし始めたころは、新潟の竹尾とか大江山とか北山とか、そういったところ

でお盆の花とか、そういったアスターとかケイトウとかオミナエシとかススキ

とか、菊などもそうですけれども、全部そろっていたのですけれども、今年は、

高齢化と花の値段が思ったほどでないということで、けっこういろいろな人た

ちが花の生産を辞められました。プラス、もう歳なので規模を縮小してという

か、生産もほとんど少なくなっていました。足りない分はどうしたかというと、

岩手とか秋田とか、どんどん花の生産の強い県のものを引っ張ってきて新潟の

花々に間に合わせるような形をとっておりました。販売もそうなのですけれど

も、生産を振興していかないと、新潟の生産が振るわなくなってきているなと

いうことで、そのようになっています。 

 それから、根本の話なのですけれども、若いころはいろいろ考えました。な

ぜ花を飾るのかなと。なぜ仏壇に花を飾るのかな。なぜ人に花をプレゼントす

るのかなと。なぜ私はこういう仕事に就いたのかなというようなことを考え

て、例えば心の病をもっている人にひまわりを贈っても元気にならないという

ようなデータがあるところから出てきたりとか、では心の病をもった人にどう

すれば、何の花を贈ればいいのですかということでいろいろ調べて、大変な作

業だったのですけれども調べて、ではユリがいいのではないかというデータが
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出てきたりとか、あとはあまり言うとおかしくなってしまうのでそういうとこ

ろですけれども、いろいろなデータをつかみに回っていた時期があります。 

 今、生産が停滞しているので、若い人が農業をやって花を作ってくれればい

いなと私は思っていますけれども、手段がまだ見つからないのが現状です。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。生産現場の大変さは、私どもは卸業と生産資材を売

っているので、私どもの右肩下がりを見るとすごく分かります。そこが一番新

潟の花というものがなかなか前面に、もっと元気にならない理由なのかなと思

っています。実は、七、八年くらい前に、新潟の花の生産関係と私と、それか

ら浜松の花の生産の奥様と対話したことがあるのですけれども、すごく生産サ

イドの女の人たちがすごく元気でした。私たちが売っているのよ、私たちが作

っているのよということを県外に行ってＰＲしているくらいに、すごく女性た

ちが元気だなと感じました。 

 花は、誰が一番好きなのかというと、やはり女性が好きなのですよ。やはり

花の好きな女性たち、今日も委員の方たち、女性が半分以上なのですけれども、

まず女性たちが新潟の花というものをもっと理解して、もっと好きになって、

ＰＲしていくという気持ちを強くもっていってもらうためには、今一生懸命動

いていただいている花育マスターのメンバーたちが何人いらっしゃるのでし

ょうか、たくさんいらっしゃると思うのですけれども、その人たちに情報の共

有、今日の話もそうです。実は生産が落ちてきている歴史があるのに、なかな

かそこが支えられないというところは、全体で共有して、例えば講座の中で今

日バラを使ったのだったら、新潟はバラ以外にもこういうものがありますよ

と、帰りに花屋さんに行って買ってくださいと。私はけっこう言うのですけれ

ども、先生の使った花はどこで買えるのと、花屋で買えるに決まっているでし

ょうと言って、花屋さんで買っていってもらうのですけれども、花育マスター

が新潟の花の現状等と問題点というものをきちんと勉強して分かってもらう

ことによって、講座の中に一言、二言いろいろなものを付け加えていけるので

はないかと思っております。 

 それから、残念ながら私は県外のお友達から言われるのは、新潟が花の産地

などは知らなかったということは、けっこう言われます。それは、やはり今後

考えていかなければいけないことだなと思っておりますし、まだ改善点はたく

さん出てくるのだろうなと思います。もしかすると、花育マスターの中からい

いアイディアが出てくるかもしれないので、いろいろな人の意見をどんどん取

り入れていくのも必要なことなのかなと思います。 

 それから、やはり教育の分野でぜひ花を使っていただきたいと思うのですけ

れども、今、幼稚園の先生と校長先生がいらっしゃいますので、ぜひ学校で、

今後そのような形で新潟の花を教育に取り入れていくということを、ざっくり
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でもご意見がありましたらお願いしたいと思いますけれども、いかがでしょう

か。阿部先生、青山先生。 

阿部委員  教育現場は、子どもたちを育てるということを考えたときに、ここの推進委

員会の概要には「豊かな心を育む」ということが目的になっているわけですか

ら、生きる力をもった未来の新潟を担う子どもたちの力をつけていくというこ

とが大前提で、そういう中でどうふるさとを想う気持ちを育てていくかという

ことが新潟の農業を支えるということにつながるから、子どもたちにも、花育、

食育が大事なのだよね、本当に新潟市の良さだよねということを伝えていく必

要があるのですけれども、それをどう教育課程の中に取り込んでいくかという

ことを考えたときに、花をたくさんということではなくて、やはり一つの手段

としてそういうものがすっとキャリア教育に入ってくる、すっと生活科に見え

てくる、すっとＰＴＡ活動に入ってくる、いろいろなところで一つの手段とし

てそういうものが入ってくることが、学校の中では自然なのだよなと。そこで

新潟市という意識をしっかり教職員がもって指導していったり、講師の方がそ

ういう意識で子どもたちに伝えてくださったりということなのかなと、今お聞

きしていて思った感じです。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。いかがでしょうか。青山先生。 

青山委員  新潟市の花と言われると、少し難しいところがあると思うのですけれども、

園の中で、普段の園の花育の活動がなかなか横ばいでというようなことがあり

ますけれども、実は食育をやっている園はとてもたくさんあると思います。食

育は、苗を植えて育てて、それを食べるというところで、自分が育てたものを

食べて、命をもらっているというようなことを感じましょうというところがあ

るのですけれども、花育と言われると、一人がお花を育てたときに、自分がお

水をあげるという簡単な作業でもいいのですけれども、自分がお世話をしたも

のの花が開いたときに、達成感とかこれをきれいだと思うような、そういうと

ころを目的とするのかなと思って、お花を育てるということが、実は子どもた

ちの達成感というものに対する手段として使うということになってしまうか

もしれないと思うのですけれども、ただ、そういったことでお花に触れるとか、

実は家庭をターゲットというか、対象にしようとしたときには、実は園や小学

校などが一番家庭と密着しているところがあって、そこから各家庭にお花を育

ててみましょうということを、子どもから提案が親にいったりするというよう

なことがもしもできれば、そこで家庭の中にお花が増えて、ゆくゆくはそうい

う消費だとか、花が生活の中の身近なものになるというようなことにつながる

のかなとは思いますけれども、園でできることとなれば、そうやって自分が世

話をするお花を決めて育てていくというところが、まずは第一歩かなとは思い
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ます。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。実は、私の友達が食育推進委員をやっておりまして、

食育は本当に浸透していると言っていました。なぜだろうと聞いたら、やはり

確実に実がなったものを、自分で調理して自分で食べて身になる、すごく教育

として食育はやりやすい。でも、花育は少しもやっとしていて難しいかもしれ

ないよねと言われたのですけれども、ただ、新潟ならではの花育とか、特に幼

稚園、保育園の小さなときに、恵まれた環境なわけではないですか。花が環境

としてある。それがあるということがふるさと感覚に結びついて、大人になっ

て社会に出て心が折れたときに、自分には花や植物のあるふるさとがあった、

農業が充実した町があったというのは、精神衛生上、精神疾患に対してなので

すけれども、すごくいいということがあるのだそうですね。ですので、できれ

ば幼稚園、保育園とか、活動に全体的に取り組んでいただけるとすごくありが

たい。ただ、先生たちは忙しいので、そこはやはり花育マスターたちの力なの

かなと思っております。 

 では、坂井さん。 

坂井委員  私は、一昨年の小学校でのクラブ活動をさせていただいたときに、子どもた

ち、花に興味があると言ったのはやはり女の子だったのですけれども、男の子

も入ってくれた子がいまして、その子にどうしてお花に興味をもってくれたの

かと聞いたら、おばあちゃんがお家にお花を飾っているということを言ってく

れて、僕もお花を飾ってみたくなったのだということを言ってくれた子がいた

のです。そのように、身近にお花があるというところから興味をもってくれる

子どもたちが増えるところが嬉しかったのもありましたし、子どもたちにお花

をただ飾るというだけではなくて、お花をどう管理する、どのように扱ってい

くというところを教えてあげると、お家にどうやってお花を飾っていいか分か

らないお母さんにも教えるのだよと言って、お母さんに教えてあげてねと言う

と、やはりそこから家族の会話が生まれたりとか、子どもたちもお母さんもお

花を飾るということに興味をもってくださったりしたのです。持って帰って終

わりではなくて、自分で管理をするように子どもたちに教えていったのです。

切って持って帰って、お母さんにきれいでしょう、これで終わりではないのだ

よということを伝えて、自分たちもご飯を食べるように、お花は自分でご飯が

食べられないから、お水を自分であげるのだよと、そういう管理をしたりとか、

最後まで片づけをしたりとか、そういうことまで言ったら、お家でするように

なったと。最後に保護者の方が来たときに、子どもたちが興味をもってくれる

ようになったと。お花を通してすごく会話が生まれたということを、保護者の

方からも聞くことができたので、そういう機会というものを、身近に触れても

らえるということをどんどん体験していってもらえたらと思ってずっと活動
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してきたのですけれども、残念ながら新潟のお花、チューリップとユリの時期

というのは小学校のクラブ活動をする時期に当たらなくて、なかなか地元のお

花をというところで進めていくことはできなかったのだけれども、そういった

ところで季節のお花がありますよというようなことをもっと広められたら、時

期的なものもありますけれども、そのようなことが広めていけたらいいなと思

います。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。村井さん、一言お願いいたします。一言というか、

どのような活動を今までやって、次、どうやっていきたいか。 

村井委員  本当にこれは大命題ですよね。花育というのは。食育もそう思うのですけれ

ども、私はコーディネーター12 年目なのです。地域には、先ほど話したけれど

も、ボケという花があって、今、一人１鉢ではなくなったのですけれども、一

人１鉢でボケを育てると、ボケは夏場の朝に水をやらなければならないので

す。その維持管理をしっかりやれる子、やれない子は枯らせてしまうわけです。

やはり教育の部分に携わったりすると、その辺の自分の大事な花を育てようと

いう意識をもたせるように教育をしていかないとだめなのだけれども、なかな

かそれが子どもたちにうまく浸透していかない。12 年間やっていると担任も

変わって、花に一生懸命な先生と花にあまり興味のない先生だと、すごく温度

差があるのですね。学校の花育活動の停滞を招く場合があると。そのときに、

やはりどうしてもコーディネーターが対応してあげないと、今朝も行ったけれ

ども、地域の緑化ボランティアの方々にいろいろなことを手助けしていただい

ているのでうまくいっているという感じで。だから、私も今回この委員をさせ

ていただいて、これから第３次計画の次に、この花育というのは 10 年後の先

のもっと先の話もこれからしていくはずだと思いますし、先ほど片岡さんや玉

木さんがお話ししたように、やはり生産者とそういう方々が高齢化していって

後継者がいない。これは花育に限らず、農業もすべて、私も小売業をしたのだ

けれども、その辺が本当にこれからの課題だと思うのです。私も趣味で野菜を

作っているので、農業の値段が安すぎるのです。販売価格が。やはりこれでは

農業後継者はいないだろうと。だから、花も販売価格が実際に、珍しい花は多

分高いのかもしれないのだけれども、市場に出回っているのは値段の安売りに

なってしまっていて、そういう生産者も辞めていくだろうという、そういうす

べてのいろいろなことを見たときに、どう今後の、コロナ禍も含めて、生産者

がうまく生きていけて、販売者もしっかりとビジネスになって、後継者が生ま

れるような方法。さらに子どもたちにもそういう花を愛する教育とか、いろい

ろな観点から考えていかないと、この花育の第３次の方向性はどうなのかと、

今お話を聞かせてもらって感じたので、そういうところを皆さんで議論をされ

ていけば、またいい方向になるのではないかと思いました。 
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中野（節）

委員 

 ありがとうございました。すみません。時間が押してしまいました。北澤先

生も、ぜひ一言お願いいたします。 

北澤委員  私が新潟市のフラワーデザイナーとお話ししていると、ちょうど 40 代より

下、30 代とか 20代の方たちで、これから活躍されてきているのかなという人

の人数が少ないという話があって、次に続くデザイナーがいないということを

聞きます。そして、私たちがしているところですけれども、花が好きで学校に

入ってくるという子たちがいるのですけれども、その子たちの気持ちを大事に

育てて、そして今空いている世代を何とか埋めてつなげて、そしてまたその子

たちが次の世代を育ててほしいなと思っておりますので、小学校とかいろいろ

な保育園とか、ご縁があって声をかけていただいたときに、やはり一人でも花

好きな方を増やしたいと思っているので、一つ一つ、私たちもそうですが、皆

さんがされている活動が素晴らしいなと思って聞いていまして、こういった活

動がつながって、途切れずに、小さいお子さんが育っていって、また私たちの

学校なら学校でお花の勉強ができて、プロになっても勉強できて、そういう方

がいて、その方がまた次の方にお花の良さを伝えてというように網目のように

広がっていけたらいいなと思って、今日の皆さんのお話しを聞いて、こういう

素晴らしい活動がつながるといいなと思いました。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございました。皆さん、本当に現状、問題点とか、今後こうした

ほうがいいということを、本当に明確にお話しいただきました。どうもありが

とうございました。行政の方もすごく参考になったと思います。 

 私なりには、最終的にまとめさせていただきたいと思うのですけれども、や

はり花育を使うことによって、未来の新潟がより緑豊かな、農業がきちんとし

た農業で生きていける。産業も確立できて、強い未来をもっていける。そのた

めには、必要な人材育成であるとか、人材を次につなげていく技が必要になっ

ていくと思うのです。そのために必要なのが、皆さんの活動や、花育マスター

の活動なのかなと思います。先ほど北澤先生がおっしゃっていた、皆が少しず

ついろいろな活動をやっていって、波及して手をつなげていくという、誰かが

トップで下にどんと落とすのではなくて、それぞれの人たちが自信をもって自

分たちの活動をやりながら隣と手をつなぐと、点と点がどんどん広がっていく

ことによって大きな面が出来上がっていき、本当に新潟らしい花育はそれなの

かなと今感じさせていただきました。生産者だからもつ問題点もたくさんあり

ます。これが、消費地であればこういう問題はないかもしれませんけれども、

作るサイド、生産サイド、消費サイドも育てながら、大きなマーケットをどん

どん、大きなマーケットというか、小さなものをどんどん作り上げていって大

きくしていくというような新しい活動ができるのではないかなと、今、私もお

話を聞きながらすごくワクワクしておりました。第１回目ですけれども、皆さ
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んの方向性が統一されていたのではないかと感じさせていただいたのは私だ

けではないかと思います。皆様もそうだと思います。ぜひ保育園、幼稚園、小

学校、専門学校とか大学、あとは販売されている方々が、ぜひネットワークで

手をつないでいただいて、よりよい新潟の、新潟らしい花育というものができ

ていくといいなと思って、一応、今日は締めさせていただきたいと思いますけ

れども、いかがでしょうか。中野会長、よろしいですか。 

中野会長  ありがとうございます。 

中野（節）

委員 

 ありがとうございます。では、マイクをお渡しいたします。 

中野会長  どうもありがとうございました。事務局でも今ほど話し合った内容を踏まえ

まして、第３次花育推進計画の策定に向けて進めていただきたいと思います。 

 最後になのですけれども、「その他」として委員の皆様から何かご報告等が

ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 特にないようでしたら、これで本日の議事を終了させていただきたいと思い

ます。皆様のご協力、どうもありがとうございました。それでは、事務局にお

返ししたいと思います。 

司 会  中野会長、中野節子委員、どうもありがとうございました。本日の話し合い

を踏まえまして、第３次の策定作業を進めていきたいと思います。 

 次回の委員会は、来年の２月を予定しております。委員会の前に、事務局で

大まかな案を作成して、皆さんに見ていただいて、ご意見を集約して委員会を

開催したいと考えております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、最後に連絡事項が２点ございます。１点目は、今回の推進委員会

の謝礼についてです。９月に指定の口座に振り込ませていただく予定になって

いますので、よろしくお願いいたします。２点目は、駐車券についてです。受

付の際に出された駐車券は、無料のサービス券と一緒にテーブルに置いてあり

ますので、お帰りの際に忘れずにお持ちください。 

 次回の第２回の花育推進委員会では、皆様からお集まりいただけることを願

っております。日程などが決まりましたら、ご連絡を差し上げますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、長時間に渡りましてありがとうございました。以上をもちまして、

花育推進委員会を終了いたします。お忙しいところ、ありがとうございました。 

 


